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新しいエトリンガイトの定量法と膨張材を混合したセメント硬化体の乾燥収縮量の予測表 題

コンクリート、モルタル、無機試薬適用製品

結晶水を持つケイ酸無機化合物を分析する場合には、真空下への暴露や有機溶剤への浸漬

をすることが多い。これらの操作によって化合物は脱水による変質が起こることがある。この変質

をできる限り少なくする方法として、改良型真空凍結乾燥法を考案した。

この乾燥法の応用展開として、エトリンガイトを生成する膨張材を加えた場合の乾燥収縮量を、

コンクリートを練らずとも、ペーストで簡単に予測することが目的である。

目 的

1.改良型真空凍結乾燥法

真空凍結乾燥法は、材料を凍結し真空下で加温しながら試料中の水分を昇華させて乾燥する。

凍結温度や加温温度、乾燥時間や試料取出し方法が改良された点であり、独自の方法である。

2.膨張材を添加したペーストの膨張量とエトリンガイト量

エトリンガイトを生成する膨張材（CSA系）をセメントペーストに混合して材齢7日の膨張量とXRD

によるエトリンガイトピーク強度は、図のような関係となる。温度やセメント種の影響を受けにくい。

3.コンクリートの膨張量の推定方法

コンクリートの膨張量添加量と乾燥収縮量およびエトリンガイト量を測定してDB化しておく。これ

をもとにセメントと膨張材を添加したセメントペーストのエトリンガイト量を測定すると、そのセメント

と膨張材を使用した時のコンクリートの乾燥収縮量が予測できる。

セメントや膨張材のロット管理にも応用できる。
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